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提出先：港まちづくり協議会事務局  提案公募型事業担当 あて 

平成    年    月    日 

 

◇ ◇ ◇ 記           入           例 ◇ ◇ ◇ 
平成 25 年度「提案公募型事業」受託申請書類（１） 

＜ 団 体 紹 介 書 ＞ 
 

本申請書類及び添付資料に記載されている事項は、港まちづくり協議会と関係機関が、取得･利用すること、審

査の際に事業企画書が一般に公開されること、また、委託が決定した場合は、団体名、代表者名、活動内容等の情

報が一般に公開されることに同意の上、応募します。 

 

【申請者・連絡先】 

団体名
ふ り が な

 まちの歴史と魅力を楽しむ会 

団体種別 
（該当に○印） 

○ 任意団体・グループ 

 ＮＰＯ法人（所管： 内閣府 ・ 愛知県 ・ 名古屋市 ・        ） 

 その他法人（法人種別記入：                        ） 

代表者名・ 

代表者印 

〔役職〕  代表 

〔氏名〕  港街 太郎 （みなとまち たろう） 

○印 （代表者印） 
〔生年月日〕   １９８３ 年  ５月  ２１日 

団体所在地・ 

通知先 

〒４５５－００３７ 

名古屋市港区名港１丁目１４－２３ 

電 話 ０５２ ( ０００ ) ００００ F A X ０５２ ( ０００ ) １１１１ 

E-mai l minatomachi@taro.com 

連絡先担当者

氏名
ふりがな

 

〔役職〕  副代表 

〔氏名〕  名港 花子（めいこう はなこ） 

担当者連絡先 
(昼間連絡可能

な先) 

〒４５５－００３７ 

名古屋市港区浜１丁目２−３３ 

電 話 ０５２ ( １１１ ) ００００ 携 帯 ０９０ ( ０００ ) ００００ 

F A X  ０５２ ( １１１ ) １１１１ E-mail meikou@taro.com 

 

法人の場合 → 印鑑登録された印鑑 

任意団体・グループの場合 →代表者の印鑑 

事務局から連絡をすることが頻繁にあります。 

昼間に連絡がとれる窓口の方を必ず記入してく

ださい。 
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【団体の概要】 

団体の目的 

地域に眠る歴史・遺産を発掘し、地域内外の人々に知っていただくことで、そ

れぞれの地域の個性を高め、それぞれの地域が様々な人に愛着を持ってもら

えるよう、まち歩きやワークショップを開催する。 

構成員数(会員数) 
個人：３５名 

法人： 

団体への入会条件 地域の魅力を高めるために何かしたいと考える方 

設立年月日 

(活動開始日) 

 ２００５年 ３月 ２５日 

 

(1)法人の場合（ＮＰＯ法人等） 

⇒法人登記の日を記入 

(2)法人格を有しない場合（任意団体等） 

⇒定款・会則又は規約を最初に定めた日を記入 

(3)グループの場合 

⇒会合を最初に開いた日を記入 

広報活動の有無 
（該当に○印） 

〔会報・広報誌等の発行〕 

あり （年     回発行）  ／     無し  

〔ホームページ〕 

あり (URL                                )  ／     無し  

・役員等名簿 

（申請日時点の役

員）別途役員名簿を

添付する必要はあ

りません。 

 
※任意団体等の法人

格のない場合で、役

員数５名未満の場

合には構成員を加

えて５名以上を記入

して下さい。 

※グループの場合は

構成員を記入してく

ださい。 

氏  名 役職名 住  所 

港街 太郎 代表 港区名港１丁目１４－２３ 

名港 花子 副代表 港区浜１丁目２−３３ 

築地 太郎 書記 瑞穂区○○１丁目０－０ 

跳上 橋子 会計 南区○○１丁目０－０ 

水族 館男 役員 中川区○○１丁目０－０ 

南極 富士子 役員 港区○○１丁目０－０ 
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主な活動状況 
※主な活動を箇条書き

でご記入ください。 

※設立してからまだ活

動経験がない場合

は、構成員の活動経

歴をご記入ください。 

・地域の歴史・遺産を発掘し、その魅力を伝えるワークショップ・ツアーの開催 

・地域の歴史・遺産を語る語り部を養成する講座の開催 

・地域の見どころマップをつくるためのワークショップ開催・開催の支援 

 

そのほか、名古屋の歴史・遺産に関する講師出講など。 

最近の事業年度の

収支決算額 

（概要） 
※主な収支内訳 

※収入・支出とも単年

度で記入下さい。 

※貸借対照表・収支計

算書の添付は要しま

せん。 

※まだ決算を迎えたこ

とがない団体・グル

ープは実績なしとご

記入ください。 

会計期間 ：平成２４年１月１日～平成２４年１２月３１日 

収入合計    ５６０，０００円 

（内訳）         （金額・円） 

支出合計     ５６０，０００円 

（内訳）          （金額・円） 

まちづくり講演会 

参加費収入 
140,000 講師・ファシリテーター謝金 360,000 

まちの見どころマップワーク 

ショップ受託 
120,000 ワークショップ備品費 12,560 

地域の語り部 

養成講座参加費収入 
280,000 郵送費 65,520 

雑収入 20,000 印刷費 89,500 

  雑費 28,750 

  次期繰り越し 3,670 

ＮＰＯ法人の場合 
（該当に○印） 

事業報告書を所轄庁宛期限内に提出していますか 

はい    ／    いいえ 

これまでに委託や

補助金を受けた実

績・内容 
（該当に○印） 

※これまでに名古屋市や他の行政機関などから事業の「委託」を受けたことがある場合は、事業名・委託

契約先名・委託時期を、また、これまでに名古屋市や他の行政機関、民間団体等から「補助金・助成金」

を受けたことがある場合は、名称、助成団体、金額、時期等を記入してください（過去５年間程度）。 

あり    ／    無し 

 

・地域みどころマップづくりワークショップ委託（●●●市・2009 年度） 

・郷土歴史講演会講師委託（△△町・2010 年度） 

 

現在委託や補助金

を受けているかそ

の有無・内容 
（該当に○印） 

あり    ／    無し 
（ありの場合）上記と同様に内容を記入してください。 

 

 

これまでの団体・グループの活動状況を、どんな団体なのか、どんな実

績があるのかがわかるように記入してください。 

ＮＰＯ法人の場合は、記入必須です。 

「委託」「補助」「助成」のどれかがわかるように、

それぞれの内容を記入してください。 

他の基金などから助成・委託を受けている同一事業へは、本「提案公募

型事業」からの委託はできませんので、ご注意ください。 


